
蔵書点検による 

図書館休館のお知らせ 
期間 

５月３１日（月）～６月 8日（火） 

期間中はカウンターでの貸出・返却が出来ま

せん。５月１６日（日）～５月３０日（日）の貸出

図書は６月１５日（火）までに返却してくださ

い。 

また、休館中の返却は総合センター玄関横の

返却ポストをご利用ください。ご不便をおか

けしますがご理解とご協力をお願いします。 

                                               令和３年（２０２１年） 

５月８日発行   

天草市立牛深図書館 

〒863-1901 

  天草市牛深町 160 

℡：0969-74-7100/fax：0969-74-7200 

 

    

                     

 

 

 

 

        

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

   

 

    

海街 Library５月号 

～あなたの本棚 うしぶかとしょかん～ 

 風薫る季節となりました。山々は新緑に覆

われ、木々の若葉がピカピカと光って見えま

す。朝、窓を開けると竹の子の皮がむけるよ

うな？湯がくような匂いが山の方から漂って

きます。海岸付近を歩いていると、何とも言

えない甘い香り…ミカンの花のようです。南

風が草木を渡って匂いを運んでくるのが薫風

と云うようですが、特に夜明け前は、植物の

香りが強く「はなをくんくんいいにおい、な

んだろう？」と妄想にふけっています。 

 今年もまた「我慢の連休」となり、出かけ

る予定の人にとっては辛いかもしれません。

県外からの帰省客もほとんど見かけません。

先日、園芸店に行ったら夏野菜や花の苗を大

量に買う人が多く、植物を育てる人が増えた

ことを実感しました。しかし、植物を育てる

ことは一朝一夕に出来ることではないようで

す。知れば知るほど奥が深く、「植物が人を

操る」なんて云われるほど難しいことのよう

です。我が家では花の開花が早くてシャクヤ

ク、クレマチスは既に散り果てました。今ア

マリリスとクンシランが開き始めています

が、どこか不具合があるようです。さっそく

『失敗しない花づくり入門』(高木誠／著)を

図書館から借りて読んでみました。身近な草

花の手入れの仕方も分かりやすく書いてあり

手元に置きたい一冊です。 

 4 月 23 日は子ども読書の日でした。たく

さんの子どもたちに本の楽しみを届けたい思

いでおはなし会も予定していましたが感染防

止のため人数を制限して実施しました。絵本

は大人が子どもに読んでやる本、家庭内での

読み聞かせが活発になることを期待していま

す。字が読めても読んであげることに価値が

あるのです。マスクなしで読み聞かせ出来る

日が早く来ることを願っています。 

【文・牛深図書館長】 

おすすめの本を紹介しませんか？ 
職員から紹介文を書いてもらうようお願いする

こともありますが、「この本は良かったからぜひ

他の人にも読んでもらいたい」という方、遠慮な

く職員までお知らせください！ 

※戴いた紹介文は牛深図書館だより「おすすめ

本紹介」コーナーで掲載いたします 

４月２５日（日）            牛深図書館 

子ども読書の日おはなし会を 

開催しました 
スペシャルゲストのＡＬＴ・ブレフニ先生によ

る英語版「ぞうくんのさんぽ」の読み聞かせ

や、ありすボランティアによる紙芝居や手あ

そびなどを行いました。 

 
◀ブレフニ先生による
英語の読み聞かせ 

▶歌に合わせて手話を
披露しました 



【休館日】５月１０日（月）、１７日（月）、２４日（月）、31 日（月） 

 

   

  

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

                               

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

～今月の特集展示～ 

【一般】  
・新型コロナウイルスを知る 

・ＭＯＥ絵本屋さん大賞 

・映画・ＴＶ原作本  など 

【児童】 

・読み聞かせボランティアおすすめ本 

・季節のえほん など 

※図書館 HP「図書館おすすめの本」もご覧ください 

 

 
・『あかちゃんですよ はいどうぞ』 

うしろよしあき／文・鈴木智子／絵 
・『たけのこなんのこ?』 

ひさかたチャイルド 
・『10かいだてのまほうつかいのおしろ』 

のはなはるか／作・絵 
・『がっこうのおばけずかん』   

斉藤 洋／作 
・『ほねほねザウルス 24』   

カバヤ食品株式会社／原案・監修 
・『地球がうみだす土のはなし』 

大西健夫・竜沢彩／文・西山竜平／絵 
 

 

 

・『噓かまことか』     平岩弓枝／著 
・『哀愁しんでれら』   秋吉理香子／著 
・『道連れ彦輔居直り道中』 逢坂 剛／著 
・『広告の会社、作りました』中村 航／著 
・『人間の器』      丹羽宇一郎／著 
・『囚われし者たちの国』 

バズ・ドライシンガー／著 
・『新型コロナとワクチンのひみつ』       

近藤 誠／著 
・『袋栽培でかんたん野菜づくり』 

梁川 正／著 

一般 

新着図書 
児童 

天草市立 

図書館HP 

 

【図書館利用にあたってのお願い】 

・入館・退館の際のアルコール消毒   ・マスクの着用   ・こまめな手洗い 

・マイバッグの持参   ・入館の際に検温   ・館内の長時間の滞在はご遠慮ください 

～おすすめ本紹介～ 
『それでも、僕は前に進むことにした』 こかじさら／著・双葉社 

20代の青年が突然の眼が見えにくくなり、仕事中につまづいたりしておかしいと思い病院に行き、その結

果が網膜色素変性症だと判明した時その青年は苦しみ、憤りや誰に怒りをぶつけていいのかわからず…親に

そのことを仲々話せなくて、悩み、苦しんだ。そして初めて身体障害者手帳をもらった時、ブルブルふるえ、白

杖を渡された時のその感情が何とも言えない苦悩…杖で一歩踏み出すことも、とても勇気が必要だったこと、

私達健康な者には、その人の苦悩がわかりにくいと思います。 

私の知っている人も今その病気にかかっていて、遺伝性であること、そして序々に目がみえなくなる状況を

考えた時にどんなに苦しいかと思うと、その状況に立たされた人の気持ちをはっきりわかる訳ではないと思

います。心の中の不安と立ち向かっていかなければならないので、辛い思いだと思います。この本を読んで初

めて本当の意味での辛さを思いました。大変だなーという気持ちはあったのですが、精神的な重圧が考えら

れないほどだったと思います。涙が出て止まりませんでした。 

カウンセラーの方がそういう人には助け手が表われるというアドバイス、確かにその通りになりました。不安

に思う心と戦いながら勇気を出し、一歩一歩進んでいく青年の姿を見る時に、感動とすごい精神力と、その病

気を受け入れることによって、前に進むことができたんだと思います。そういう人達に思いやりや親切を示し

ていきたいと思っています。（文・牛深図書館利用者様） 

リサイクル図書 

ご自由にお持ち帰りいただける「リ

サイクル図書」コーナーを廊下に設

けています。 

 

※図書館へ 

の返却は不 

要です 

 

 

▶母の日の心

あたたまる

絵本など 

 


